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▲町長式辞

▼町ＰＲ動画上映

▼表彰者の皆様

　

６
月
５
日
、
中
央
公
民
館
に
お
い

て
、
町
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
は
「
町
Ｐ

Ｒ
動
画
」
の
上
映
で
幕
を
開
け
、
東

西
小
学
校
６
年
生
に
よ
る
町
民
憲
章

の
朗
読
、
町
政
功
労
者
表
彰
や
感
謝

状
贈
呈
、
特
別
表
彰
者
の
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
記
念
事
業
と
し
て
、
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
開
封
セ
レ
モ
ニ
ー
や
歌

手
の
五
家
英
子
様
、
よ
さ
こ
い
五
霞

愛
好
会
の
皆
様
に
よ
る
記
念
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◀町民憲章朗読

児童の皆さんに続

いて会場の皆様も

一緒に朗読を行い

ました。

町
政
功
労
者
（
功
労
順
・
敬
称
略
）

　

宇
野　

進
一　
　
　

藤
沼　

喜
義

　

影
山　

德
治　
　
　

中
村　

時
太
郎

　

下
田　

欽
嗣　
　
　

遠
乗　

功

　

菊
地　

正
明　
　
　

松
本　

眞
生
子

　

矢
畑　

忠
三　
　
　

山
田　

ま
さ
子

感
謝
状
贈
呈
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

　

安
助　

和
一　
　
　

植
竹　

文
男

　

梅
田　

福
一
郎　
　

木
下　

カ
ツ
江

　

猿
橋　

利
胖　
　
　

鈴
木　

一
男

　

鈴
木　

章
司　
　
　

鈴
木　

昇

　

関
口　

清　
　
　
　

知
久　

一
男

　

増
田　

清　
　
　
　

松
本　

芳
美

　

山
﨑　

忠
男　

▼記念アトラクション

五霞音頭、五霞
町ブルース、道
の駅ごかなどを
ご披露いただき
ました。

特
別
表
彰

（
五
十
音
順
・

　
　
　
敬
称
略
）

　

五
家　

英
子

　

生
井　

五
郎

 
町
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

挙
行
し
ま
し
た

タイムカプセル
開封セレモニー
　20年後の未来に向
けた手紙・作文・絵
画・写真などが封印
されていました。

　五霞中学校の生徒
の皆さんが心を込め
て制作された作品で
す。式典に花を添え
ていただきました。
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イメージ図

土地利用計画図

　

五
霞
IC
周
辺
地
区
土
地
区
画
整

理
事
業
に
つ
い
て
は
、
第
5
次
五
霞

町
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
お

い
て
、
新
た
な
ま
ち
の
拠
点
と
し
て

交
通
の
便
の
良
さ
な
ど
の
立
地
優
位

性
を
活
か
し
、
首
都
圏
を
視
野
に
入

れ
た
広
域
的
な
商
業
・
工
業
・
流
通

な
ど
関
連
す
る
用
途
を
中
心
と
し
た

複
合
的
な
土
地
利
用
を
図
る
た
め
、

企
業
誘
致
を
積
極
的
に
取
り
組
み
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の

施
策
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
平
成

26
年
12
月
に
組
合
設
立
の
認
可
を
取

得
、
翌
年
４
月
に
安
全
祈
願
祭
が
執

り
行
わ
れ
、
現
在
、
造
成
工
事
が
進

ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
、
五
霞
IC
周
辺
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業
地
内
に
お
い
て
、
初

と
な
り
ま
す
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
ズ
株
式
会

社
（
Ｇ
Ｌ
Ｐ
）
の
進
出
が
決
定
し
ま

し
た
。

　

Ｇ
Ｌ
Ｐ
の
進
出
が
決
定
し
た
の

は
、
24
・
９
ha
の
分
譲
予
定
の
内
の

約
8.5 

ha
、
区
画
整
理
事
業
地
内
の
Ｃ

ブ
ロ
ッ
ク
で
あ
り
、
物
流
業
の
誘
致

を
進
め
て
き
た
地
区
で
す
。

　

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
平
成
29
年
1
月

造
成
完
了
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
決
定
は
完
成
に
先
ん
じ
て
の

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
、
進
出
を
決
定
し
た

Ｇ
Ｌ
Ｐ
は
、
茨
城
県
内
へ
は
初
進
出

と
な
り
ま
す
。

　

Ｇ
Ｌ
Ｐ
と
は
、
平
成
21
年
３
月
に

設
立
さ
れ
た
物
流
施
設
に
特
化
し
た

不
動
産
開
発
及
び
運
営
を
行
う
会
社

で
す
。

　

Ｇ
Ｌ
Ｐ
は
、
近
隣
の
埼
玉
県
内
に

17
棟
、
千
葉
県
内
に
23
棟
、
そ
の
他

東
京
都
内
及
び
関
西
エ
リ
ア
な
ど
を

含
め
て
合
計
１
０
０
棟
を
超
え
る
物

流
施
設
を
開
発
・
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

Ｇ
Ｌ
Ｐ
五
霞
は
、
地
上
3
階
の
鉄

骨
造
で
、
延
床
面
積
約
１
４
０
，

０
０
０
㎡
、
ワ
ン
フ
ロ
ア
面
積
は
最
大

級
の
約
４
３
，
０
０
０
㎡
を
有
す
る

う
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
を
駆
使
し

た
最
新
鋭
の
賃
貸
型
物
流
施
設
で
す
。

　

雇
用
延
人
数
は
、
８
０
０
～
１
，

０
０
０
人
が
予
定
さ
れ
、
建
築
の
着

工
は
平
成
29
年
５
月
を
予
定
し
、
竣

工
は
平
成
30
年
10
月
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

五
霞
IC
周
辺
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
地
へ
の
初
進
出
企
業
が
決
定
し
ま
し
た

進
出
予
定
地

CブロックCブロック

BブロックBブロック

AブロックAブロック
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成
平

27

度
年

表
公
の
況
状
政
財

は支出額

繰 入 金

国庫支出金

繰 越 金

県 支 出 金

総 務 費

そ の 他

歳　　出

農林水産業費

公 債 費

民 生 費

土 木 費

教 育 費

衛 生 費

は収入額

は予算額

は予算額歳　　入

町 税

地方交付税

執行額予算額 区分会　　計

国民健康保険

公共下水道事業

介護保険事業

執行率

農業集落排水事業

後期高齢者医療

特　別　会　計

4億6,372万円

4億6354 万円

4億8,228万円

4億4,859万円

104.0 %

96.8%

9,370万円

3億6,004 万円

9,105万円

3億5,045万円

97.2%

97.3%

執行額
収益事業 資本事業

予算額区分

歳入

歳出

会 計

水 道
事 業

予算額 執行率 執行率執行額

企　業　会　計

46台（特殊車両、バス等含）車両

353,308㎡ 39,194㎡

23億3,910万円

土地 建物

基金

町有財産の状況

企　業　会　計

合　　計

特　別　会　計

（3月末現在） （3月末現在）

一　般　会　計 33億2,994万円

38億9,768万円

23億5,966万円

95億8,728万円

町債の状況

一　　般　　会　　計

（100.0%）

（56.1%）

（40.5%）

（3.4%）

（100.0%）

（14.6%）

（101.3%）

4億9,555万円
4億9,555万円

195万円
5,740万円

2億8,031万円
4億9,991万円

3億9,700万円
3億9,700万円

3億8,055万円
3億7,567万円

町 債 7,540万円
5億1,750万円

そ の 他

＊歳入・歳出の並びは、上半期財政状
況の公表（広報ごか2015年11月
号）と同じに表示されています。

（103.5%）21億6,987万円
20億9,591万円

1億9,993万円
4億9,327万円

（67.5%）

（58.1%）（58.1%）

（37.5%）

（98.2%）

（94.0%）

4億7,170万円
6億9,832万円
8億3,133万円
14億3,129万円

3億94万円
4億5,097万円

3億3,243万円
3億3,858万円

4億136万円
4億2,931万円

2億2,941万円
6億1,226万円
3億6,742万円
6億2,288万円

3億2,782万円
3億4,860万円 ）

在
現
末
月
３
（

収入額
予算額

執行率（81.1％）
40億    56万円
49億3,221万円

支出額
予算額

執行率（66.1％）
32億6,241万円
49億3,221万円

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

11億5,362万円   
   
12億  630万円   
    
  1億4,635万円    
    
  1億5,228万円    
    
  5億  723万円   
    
  5億7,627万円    
    
  1億4,255万円    
    
  3億6,260万円    
    
        4,651万円    
    
  1億6,168万円    
    

85.1%   
   
88.9%   
   
91.2%   
   
94.9%   
   
75.5%   
   
85.7%   
   
33.6%   
   
85.4%   
   
25.7%   
   
89.4%   
   

（93.5%）

（66.7%）

（59.0%）

万円

万円

万円

万円

万円

13億5,634

1億6,052

6億7,221

4億2,465

1億8,092

　

町
で
は
、
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ

い
た
税
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、

町
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て

い
る
か
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
年
２

回
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
28
年
３
月
末
現
在
の

予
算
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
27
年
度
会
計
は
、５
月
末
ま
で（
出

納
整
理
期
間
）
に
整
理
し
最
終
の
決
算

と
な
り
ま
す
。

  

一
般
会
計

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
の
予
算
額
は
、

当
初
46
億
７
，
５
０
０
万
円
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
補
正
額

４
，
８
５
７
万
円
を
減
額
し
、
26
年
度

か
ら
の
繰
越
額
3
億
５
７
８
万
円
を
追

加
し
、
49
億
３
，
２
２
１
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
予
算
額
に
対
し
て
、
歳
入
で
は

40
億
56
万
円
（
予
算
額
の
81
・
1
％
）

が
収
入
済
で
、
歳
出
で
は
32
億
６
，２
４
１

万
円
（
同
66
・
1
％
）
が
支
出
済
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ほ
か
の
会
計
に
つ
い
て
は
、
表
の
と

お
り
で
す
。
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●平成29年４月採用　五霞町職員を募集します●
採用区分 一般行政職（本庁舎または出先機関で一般事務に従事。）

採用予定人数 若干名

受験資格
昭和62年４月２日から平成11年４月１日までに生まれた方で、大学・短大・専門学校・
高等学校を卒業または卒業見込みの方
※ただし、地方公務員法第16条（欠格事項）に該当する場合は受験できません。

試験方法
A試験（大学卒） ○１次試験　一般教養試験（論文・作文を含む。）

○２次試験　適性検査・集団討論・面接試験
※２次試験は、１次試験合格者のみ実施します。B試験（短大・高校卒等）

試験日および場所 ・1次試験　９月18日㈰　茨城大学（水戸市文京2－1－1）
・2次試験　10月下旬　※詳細な日時及び試験場所は1次試験合格者に通知します。

合格者の発表 ・1次試験　10月中旬　　　　　　・最終合格者　11月下旬

給与
　条例等に基づき給料、扶養手当、通勤手当、住居手当、期末手当、勤勉手当、時間外
勤務手当等を支給条件に応じて支給されます。
　また、条例に基づく初任給については、前職等の経歴のある場合は、所定の金額が加
算されます。

受付期間 ７月１日㈮～７月29日㈮　午前８時30分～午後５時15分　※閉庁日は除きます。

お申し込み方法

・申込書の請求
　申込書は総務課へ請求してください。

　郵送にて請求する場合は、封筒に「職員採用試験申込書請求」と朱書きし、あて先
明記のうえ120円切手を貼ったA4版の返信用封筒を同封してください。
・お申し込み先
　総務課へ持参または郵送してください。

　郵送の場合は、受付期間内必着とし、封筒（A4版）の表に「採用試験申込書在中」
と朱書きすること。また、必ず簡易書留で郵送すること。（簡易書留によらない場合
の事故については、責任を負いません。）

お問い合わせ 〒306－0392茨城県猿島郡五霞町小福田1162－１　総務課　総務G　☎（84）1111　内線212

五霞町女性消防団員を募集します
《募集要領》

○募集人数　若干名
○応募資格　町内に居住する18歳以上の女性
○活動内容　町内の独居高齢者宅訪問による火災予防および広報活動・救急救命法の普及活動・その他消防団で行う
　　　　　　行事等への参加
　　　　　　※日曜日等休日の活動が主になります。
○処　　遇　・五霞町消防団員（本部付）として、年間一定額の報酬と消防団活動に応じて手当が支給されます。
　　　　　　・制服等が支給されます。
○申込方法　電話または役場生活安全課くらし安心Ｇまでお越しください。
○申込期間　７月１日㈮～29日㈮　午前８時30分～午後５時（土日祝日を除く）
○問合せ先　生活安全課　くらし安心Ｇ
　　　　　　☎（84）3618　担当：園田・後藤
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て
い
つ
に
険
保
康
健
民
国

の
税
険
保
康
健
民
国

　
　
　
　
　
　
　

法
方
算
計

の
税
険
保
康
健
民
国

　
　
　
　
　

て
い
つ
に
減
軽

方
め
納
の
税
険
保
康
健
民
国

国などからの
補助金保険税

病院などで支払う
一部負担金

その年に
予想される
医療費

 医療分① 後期高齢者 
支援分② 

介護分③ 
(40歳から64歳)  

所得割 
（加入者の前年の所得に応じて計算） 

資産割 
（加入者の固定資産税額に応じて計算） 

均等割 
（１人当り） 
平等割 

（１世帯当り） 
賦課限度額 

平成28 年度の税率と賦課限度額 

軽減判定の基準

軽減割合 
基準となる所得金額（擬制世帯主
を含む世帯主、被保険者及び特定
同一世帯所属者の所得の合計額） 

７割軽減 33万円以下 

５割軽減 
33万円＋（26.5万円×被保険者及び
特定同一世帯所属者の数）以下

２割軽減 ＋（48万円×被保険者及び
特定同一世帯所属者の数）以下  

7.8％

30.0％

20,000円

20,000円

540,000円

2.0％

8.0％

5,000円

6,000円

190,000円

1.3％

7.0％

7,000円

6,000円

160,000円

て
い
つ
に
税
険
保
康
健
民
国

※

擬
制
世
帯
主…

国
保
の
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯

で
、
そ
の
世
帯
主
が
国
保
に
加
入
し
て
い
な
い
場

合
で
あ
っ
て
も
、
国
保
税
の
納
税
義
務
者
は
世
帯

主
と
な
り
、
擬
制
世
帯
主
と
い
い
ま
す
。

※

特
定
同
一
世
帯
所
属
者…

国
保
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
へ
移
行
さ
れ
た
方
で
、
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
と
な
っ
た
後
も
継
続
し
て
同
一
の

世
帯
に
属
す
る
方
を
い
い
ま
す
。
た
だ
し
、
後
期

高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
と
な
っ
た
時
点
の
世
帯

主
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
特
定
同
一
世
帯
所

属
者
で
は
な
く
な
り
ま
す
。

33万円

　

職
場
の
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
制
度
加
入
者
、
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る
人
以
外
は
、
す
べ

て
の
人
が
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

（
被
保
険
者
）
と
な
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
ケ
ガ

に
備
え
て
加
入
者
の
み
な
さ
ん
が
保

険
税
を
出
し
合
う
相
互
扶
助
の
制
度

で
す
。
国
保
税
の
納
付
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
度
の
納
税
通
知
書
の

発
送
は
７
月
中
旬
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
第
１
期
の
納
期
限
は
８
月
１

日
㈪
で
す
の
で
、
納
め
忘
れ
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

○
保
険
税
額
の
決
め
方

　

そ
の
年
に
必
要
と
な
る
医
療
費
を

予
測
し
、
そ
こ
か
ら
み
な
さ
ん
が
医

療
機
関
で
支
払
う
自
己
負
担
金
と
、

国
な
ど
か
ら
の
補
助
金
を
差
し
引
い

た
金
額
が
国
保
税
の
総
額
と
な
り
ま

す
。
国
保
税
の
税
率
は
市
区
町
村
ご

と
に
定
め
ら
れ
、
一
世
帯
ご
と
の
保

険
税
が
算
定
さ
れ
ま
す
。

　

国
保
税
の
納
税
義
務
者
は
世
帯
主

の
方
で
す
。
世
帯
主
の
方
が
国
保
以

外
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場

合
で
も
、
世
帯
の
中
に
国
保
の
加
入

者
が
１
人
で
も
い
れ
ば
、
納
税
義
務

者
（
擬
制
世
帯
主
）
と
な
り
ま
す
。

　

医
療
分
（
下
表
①
）、
後
期
高
齢

者
支
援
分
（
下
表
②
）
お
よ
び
介
護

分
（
下
表
③
）
を
計
算
し
、
合
計
し

た
も
の
が
世
帯
の
１
年
間
（
４
月
か

ら
翌
年
３
月
ま
で
）
の
国
保
税
と
な

り
ま
す
。
年
の
途
中
で
加
入
し
た
場

合
は
、
そ
の
月
数
に
応
じ
て
月
割
計

算
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
医
療
分
と
後
期
高
齢
者
支

援
分
は
加
入
者
全
員
に
、
ま
た
、
介

護
分
は
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
加
入

者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

○
均
等
割
・
平
等
割
の
軽
減

　

国
保
加
入
世
帯
の
所
得
額
に
応
じ

て
、税
額
の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

税
額
の
軽
減
は
、
国
保
税
の
う
ち
加

入
者
数
に
応
じ
て
か
か
る
均
等
割
と

加
入
世
帯
に
か
か
る
平
等
割
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
軽
減
を
受
け
る
た
め

の
手
続
き
は
不
要
で
す
が
、
世
帯
被

保
険
者
の
う
ち
、
税
法
上
の
被
扶
養

者
を
除
い
て
、
町
に
前
年
中
の
所
得

情
報
の
無
い
方
（
所
得
未
申
告
者
）

が
い
る
場
合
、
国
保
税
の
正
確
な
算

定
や
軽
減
の
判
定
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
倒
産
、
解
雇
等
に
よ
り
離
職
さ
れ

　
た
方
の
軽
減

　

会
社
の
倒
産
や
解
雇
等
に
よ
り
離

職
さ
れ
た
方
（
非
自
発
的
失
業
者
）

に
対
し
、
国
保
税
の
軽
減
制
度
が
あ

り
ま
す
。

（
対
象
者
）

　

次
の
理
由
に
よ
り
失
業
給
付
を
受

け
る
方

雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者

　

…
倒
産
、
解
雇
等
に
よ
る
離
職

雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者

　

…
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職

（
軽
減
内
容
）

・
国
保
税
の
う
ち
、
所
得
割
の
算
定

に
つ
い
て
、
前
年
の
給
与
所
得
を

１
０
０
分
の
３
０
と
み
な
す

・
高
額
療
養
費
等
の
所
得
区
分
判
定

　

も
同
様
と
な
る

（
軽
減
期
間
）

　

離
職
日
の
翌
日
か
ら
そ
の
月
の
属

す
る
年
度
の
翌
年
度
末
ま
で

（
申
請
）

・
場　

所　

町
民
税
務
課
②
窓
口

・
持
参
す
る
も
の

　

印
鑑
、
被
保
険
者
証
、
公
共
職
業

安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
で
発

行
す
る
雇
用
保
険
受
給
者
証
、
本

人
確
認
書
類
、
該
当
者
と
世
帯
主

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　

な
お
、
他
の
健
康
保
険
へ
の
加
入

等
に
よ
り
国
保
を
脱
退
し
ま
す
と
、

本
軽
減
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

○
普
通
徴
収

　

現
金
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
り
納

付
い
た
だ
き
ま
す
。（
納
期
は
８
期

あ
り
ま
す
）
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の
税
険
保
康
健
民
国

　
　
　
　
　

て
い
つ
に
納
滞

を
出
届
ず
必
は
に
退
脱
、
入
加

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 
普通徴収   ●  ●   ●

特別徴収
○ ○ ○  

仮徴収

  10月 11月 12月 1月 2月 3月 
普通徴収  ●  ●  ● ● ●   

特別徴収
◎ ◎

本徴収  

せ
わ
合
い
問
お
○　

町
民
税
務
課
（
資
　
格
）
町
民
Ｇ
　
☎
（84）
１
９
６
５

　
　
　
　
　
　
（
国
保
税
）
税
務
Ｇ
　
☎
（84）
１
９
６
６

勤務先の健康保険をやめた時

勤務先の健康保険の被扶養者でなくなった時

子供が産まれた時

生活保護を受けなくなった時

他の市町村に転出する時

勤務先の健康保険に加入した時

勤務先の健康保険の被扶養者になった時

死亡した時

生活保護を受け始めた時

退職者医療制度の対象となった時

町内で住所が変わった時

世帯主や氏名が変わった時

印鑑、勤務先の健康保険をやめた証明書

印鑑、被扶養者でなくなった事が分かる証明書

印鑑

印鑑、保護廃止決定通知

印鑑、保険証

印鑑、国民健康保険と勤務先の健康保険の両方

の保険証

印鑑、保険証 ( 世帯主死亡の場合は世帯全員の

保険証 )、死亡を証明するもの

印鑑、保険証、保護開始決定通知書

印鑑、保険証、厚生・共済年金証書

印鑑、保険証

印鑑、保険証

こんな時は手続きを 手続きに必要なもの

き
と
る
す
入
加
に
保
国

き
と
る
め
や
を
保
国

他
の
そ

期
時
付
納
○ ○

特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

　

特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
（
注

１
）
の
年
金
の
支
払
時
に
、
国
保

税
を
差
し
引
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。（
申
し
出
に
よ
り
口
座
振
替

に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

（
注
１
）
特
別
徴
収
対
象
者
の
要
件

１
．
世
帯
主
が
国
保
の
被
保
険
者

２
．
世
帯
内
の
国
保
加
入
者
が
65
歳

以
上
74
歳
未
満

３
．
世
帯
主
が
年
額
18
万
円
以
上
の

年
金
を
受
給
し
て
い
る

４
．
世
帯
主
に
係
る
国
民
健
康
保
険

税
と
介
護
保
険
料
の
合
算
額
が
年

金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
な
い

　

国
保
税
を
滞
納
す
る
と
次
の
よ
う

な
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

①
納
付
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
を
受

け
た
り
、
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
更
に
滞
納
が
続
く
と
、
有
効
期
間

の
短
い
短
期
被
保
険
者
証
（
※

１
）
が
交
付
さ
れ
、
財
産
差
押
え

等
の
滞
納
処
分
に
伴
う
調
査
等
に

着
手
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

③
納
期
限
か
ら
１
年
が
過
ぎ
る
と
短

期
被
保
険
者
証
の
代
わ
り
に
、
被

保
険
者
資
格
証
明
書
（
※
２
）
が

交
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
そ
の

際
は
か
か
っ
た
医
療
費
は
い
っ
た

ん
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

④
納
期
限
か
ら
１
年
半
が
過
ぎ
る
と

療
養
費
、
高
額
療
養
費
、
葬
祭
費

な
ど
の
国
民
健
康
保
険
の
給
付
が

全
部
、
ま
た
は
一
部
が
差
し
止
め

ら
れ
ま
す
。

⑤
そ
れ
で
も
納
付
が
な
い
場
合
は
、

差
し
止
め
ら
れ
た
保
険
給
付
か
ら

滞
納
し
て
い
る
国
保
税
に
充
て
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
１　

短
期
被
保
険
者
証

　

国
民
健
康
保
険
の
給
付
を
受
け
る

こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
使
用
期
限

が
短
期
間
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、

保
険
証
の
定
期
更
新
を
役
場
窓
口

で
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
２　

被
保
険
者
資
格
証
明
書

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
資

格
が
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
だ
け

で
、
保
険
証
と
は
異
な
り
ま
す
。

　

加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
、
そ
の

間
の
医
療
費
が
全
額
自
己
負
担
に
な

り
、
国
保
税
に
つ
い
て
は
さ
か
の

ぼ
っ
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入

し
た
時
な
ど
、
国
民
健
康
保
険
を
脱

退
す
る
時
も
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
届
出
が
遅
れ
る
と
、
本
来
支

払
う
必
要
の
な
い
国
保
税
が
課
税
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に
異
動

が
あ
っ
た
場
合
は
、
14
日
以
内
に
届

出
を
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　

　

な
お
届
出
の
際
に
は
、
窓
口
に
来

る
方
の
本
人
確
認
書
類
と
、
該
当
者

と
世
帯
主
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
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環
境
美
化
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
し
た

交
通
安
全
子
ど
も
自
転
車
境

地
区
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

義
援
金
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　

熊
本
地
震
災
害
義
援
金
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、
日
本
赤

十
字
社
を
通
じ
、
被
災
地
へ
送
金
し
ま

し
た
。

　

引
き
続
き
、
義
援
金
を
受
け
付
け
中

で
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
６
月
15
日
現
在
）

・
募
金
箱　
　
　
　

   

１
７
，
０
４
７
円

・
道
の
駅
街
頭　
　

   　

７
，
２
７
６
円

・
道
の
駅
募
金
箱   

１
２
４
，
６
３
３
円

・
五
霞
町
議
会   　

１
０
０
，
０
０
０
円

・
五
霞
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　

  　
　

２
０
，
０
０
０
円

・
五
霞
町
役
場
職
員
互
助
会

　
　
　
　
　
　

  　

１
０
０
，
０
０
０
円

【
そ
の
他
関
連
団
体
】

・
五
霞
町
農
業
委
員
会

・
五
霞
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

・
茨
城
県
町
村
議
会
議
長
会

・
茨
城
県
町
村
会

・
Ｂ
＆
Ｇ
財
団

（
そ
の
他
関
連
団
体
は
各
組
織
を
通
じ
て

の
送
金
で
す
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課　

社
会
福
祉
Ｇ

　

☎
（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

　

５
月
29
日
、
行
政
区
主
催
に
よ
る
環
境

美
化
運
動
が
町
内
全
域
に
お
い
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
36
回
江
戸
川
ク
リ
ー
ン
大

作
戦
に
は
、
山
王
地
区
の
住
民
の
方
が

参
加
し
て
河
川
敷
の
清
掃
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　

当
日
は
、午
前
8
時
か
ら
約
２
，２
０
０

人
が
参
加
し
て
、
道
路
な
ど
に
捨
て
ら
れ

た
空
き
缶
・
空
き
ビ
ン
な
ど
を
拾
い
、
合

計
で
約
３
，
３
０
０
㎏
の
ご
み
を
回
収
し

ま
し
た
。

　

い
つ
で
も
き
れ
い
な
町
を
目
指
し
、
普

段
か
ら
環
境
美
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

６
月
９
日
、境
町
民
体
育
館
に
お
い
て
、

交
通
安
全
子
ど
も
自
転
車
境
地
区
大
会

が
開
催
さ
れ
、
境
警
察
署
管
内
の
小
学
校

か
ら
６
校
７
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
当
町
か

ら
は
西
小
学
校
か
ら
１
チ
ー
ム
出
場
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
交
通
安
全
に
関
す
る
筆
記
試

験
と
自
転
車
の
実
技
試
験
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

結
果
は
、
団
体
の
部
で
４
位
と
惜
し
く

も
入
賞
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
大
会
に
向
け
一
生
懸
命
練
習
し
た
成

果
を
発
揮
し
、
素
晴
ら
し
い
実
技
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

遠
乗
功
前
教
育
長
が
瑞
宝
双

光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た

　

５
月
12
日
、
前
五
霞
町
教
育
長
の
遠

乗
功
氏
が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

　

遠
乗
氏
は
昭
和
36
年
４
月
に
教
職
に

就
か
れ
、
昭
和
62
年
４
月
か
ら
五
霞
西

小
学
校
教
頭
を
１
年
、
平
成
３
年
４
月

か
ら
は
同
校
校
長
と
し
て
２
年
間
勤
務

さ
れ
、
平
成
11
年
３
月
に
境
第
一
中
学

校
長
と
し
て
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
員
退
職
後
、
本
町
学
校
教
育
指
導

員
と
し
て
３
年
間
、
平
成
14
年
６
月
か

ら
は
教
育
長
と
し
て
13
年
の
長
き
に
わ

た
り
、
本
町
教
育
の
発
展
に
多
大
な
る

ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
多
く
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

こ
の
た
び
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。
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ま
ち・体
育
協
会
関
係
大
会
結
果

第
72
回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

○
期
日　
５
月
８
日
・
15
日
・
22
日

○
場
所　
中
学
校
野
球
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　

原
宿
台
運
動
公
園

　
　
　
　

丸
池
台
球
場

○
結
果

　

優　

勝　

原
宿
台
Ｂ
チ
ー
ム

　

準
優
勝　

土
与
部
チ
ー
ム

　

第
３
位　

ホ
ワ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ

第
37
回
五
霞
町
Ｇ
Ｂ
連
合
会

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
絆
大
会

○
期
日　
５
月
31
日

○
場
所　
ご
か
み
ず
べ
公
園

○
参
加　
21
名

○
結
果　
（
敬
称
略
）　

　

優　

勝　

飯
原　

も
と

　

準
優
勝　

中
村　

つ
る

　

第
３
位　

伊
藤　

正
子

第
25
回
テ
ニ
ス
連
盟
ダ
ブ
ル
ス
大
会

○
期
日　
6
月
5
日

○
場
所　
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

○
参
加　
11
ペ
ア

○
結
果　

　

優　

勝　

百
瀬
・
山
脇
ペ
ア

　

準
優
勝　

丸
山
・
野
中
ペ
ア

　

コ
ン
ソ
レ
優
勝　

望
月
・
越
野
ペ
ア

さ
か
い
ふ
る
さ
と
祭
り
（
花
火

大
会
）
開
催
に
伴
い
駐
車
場
を

開
放
し
ま
す

　

境
町
で
開
催
さ
れ
る
「
さ
か
い
ふ
る

さ
と
祭
り
（
花
火
大
会
）」
に
合
わ
せ
て
、

山
王
ス
ー
パ
ー
堤
防
の
駐
車
場
を
開
放

し
ま
す
。

○
日
時　
７
月
30
日
㈯

　

午
後
６
時　

駐
車
場
開
放

　

午
後
７
時
30
分　

花
火
打
上
げ

※
雨
天
の
場
合
は
翌
日
順
延

○
開
放
場
所　
山
王
ス
ー
パ
ー
堤
防
駐

　

車
場
（
２
０
０
台
程
度
）

○
そ
の
他　
駐
車
の
際
は
係
員
の
指
示

　

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

・
実
施
の
有
無
に
関
す
る
こ
と

　

境
町
観
光
協
会
☎

（81）
１
３
１
９

・
駐
車
場
に
関
す
る
こ
と

　

産
業
課　

地
域
振
興
Ｇ

　

☎
（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

交
通
安
全
教
室
が
開
催
さ
れ

ま
し
た

　

６
月
16
日
、
東
西
小
学
校
交
通
公
園

に
お
い
て
、
境
地
区
交
通
安
全
協
会
五

霞
支
部
・
五
霞
町
交
通
安
全
母
の
会
・

ト
ラ
ッ
ク
協
会
県
西
支
部
五
霞
地
区
・

境
警
察
署
の
協
力
に
よ
る
交
通
安
全
教

室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

境
警
察
署
交
通
課
署
員
に
よ
る
交
通

安
全
講
話
で
は
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な

い
た
め
の
安
全
な
通
行
に
つ
い
て
の
説

明
を
受
け
、
実
技
指
導
で
は
１
年
生
か

ら
３
年
生
は
「
正
し
い
歩
行
の
仕
方
」

を
、
４
年
生
か
ら
６
年
生
は
「
正
し
い

自
転
車
の
乗
り
方
」
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク
を
使
用
し
た
死
角
体

験
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
一
層
交
通
安

全
に
対
す
る
意
識
を
深
め
ま
し
た
。

　

児
童
が
毎
日
安
全
に
登
下
校
で
き
る

よ
う
、
み
な
さ
ま
の
ご
指
導
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

Twitterfacebook

LINE@ メールマガジン
○お問い合わせ　総務課 秘書広報G　☎（84）1111（内線214）

町の情報を  配信します♪
ぜひご利用ください。
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ウオーキング教室講座生募集！!

カヌー教室	

ゴルフ教室	

B&G海洋センターぜひご利用ください！

　五霞町では平成31年度に茨城県で開催される第74回国民体育大会の開催にむけて、ウオーキング教室を開催し
ます。
　ウオーキングの基本的な歩き方の指導や準備運動を日本ウオーキング協会公認指導員が優しく教えてくれます。
　みなさんのご参加お待ちしています！
☆コ ー ス：ふれあいスポーツセンターから三和ふるさとの森往復と西仁連川沿い散策（11km）
☆開催日時：９月４日㈰　8：00～12：00　※雨天決行
☆募集期間：７月11日㈪～８月19日㈮
☆募集人数：30人
☆集合場所：三和健康ふれあいスポーツセンター（現地集合・解散）
☆講　　師：日本ウオーキング協会公認指導員
☆対 象 者：町内在住・在勤・在学の方（全年齢対象）　※小学３年生以下の場合、保護者同伴となります。
☆持 ち 物：帽子、水筒、ピクニックシート、ひも式の靴、リュック、雨具
☆申込方法：保険料（１人）300円を添えて、直接Ｂ＆Ｇ海洋センターへお申し込みください。

教室名 回　数 対象者 募集人数 開講日 開講時間 場　所
カヌー教室 １ 小学３～６年生 16 ８月29日㈪ 9：00～12：00 五霞町Ｂ＆Ｇ海洋センター

☆募集期間：８月１日㈯～８月19日㈮
☆対 象 者：町内在住の小学３～６年生
☆申込方法：保険料（１人）100円を添えて、直接Ｂ＆Ｇ海洋センターへお申し込みください。

教室名 回数 対象者 募集人数 開講日 開講時間 開講式 場　　所 講　師

ゴルフ教室 ８ 18歳以上 25 土曜日 18：00～20：00 ９月３日㈯ G-FIVEゴルフ場
（幸手市南）

インストラクター
一田　裕一郎

☆募集期間：７月１日㈮～８月19日㈮
☆対 象 者：18歳以上の町内在住または在勤の方
☆場　　所：ACTIVE　HOUSE　G-FIVE（住所：幸手市南２丁目６番20号）
☆申込方法：保険料（１人）800円を添えて、直接Ｂ＆Ｇ海洋センターへお申し込みください。別途ボール代が
　　　　　　かかります。

※各教室とも電話での申し込み受付は行いません。
※募集人数が集まり次第、締め切りとさせていただきます。
※教室を受講される方は、保険に加入していただきます。教室中の事故については、保険内での対応となります。
○お問い合わせ　Ｂ＆Ｇ海洋センター　☎（84）3533（直通）
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ア
サ
ー
シ
ョ
ン

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と

は
、
自
分
も
相
手

も
大
切
に
し
た
自

己
表
現
を
身
に
つ

け
て
い
く
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
す
。
ア

サ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

自
分
の
気
持
ち
、

考
え
、
信
念
等
が

正
直
に
率
直
に
そ

の
場
で
ふ
さ
わ
し

い
方
法
で
表
現
さ

れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
目
指
し
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
葛
藤
を
起
こ
す
場
合
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
葛
藤
に
対
し
て
お
互

い
を
思
い
や
る
た
め
の
歩
み
寄
り
の
練

習
を
行
い
ま
す
。
最
終
的
に
は
、
自
分

ら
し
く
生
き
る
こ
と
に
つ
な
が
る
考
え

に
気
づ
く
き
っ
か
け
と
な
る
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
で
す
。

　

自
己
表
現
に
は
大
き
く
分
け
て
三
つ

の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
設
問
を
読
ん
で
あ
な
た
な
ら
ど

う
対
応
し
ま
す
か
。
①
～
③
の
中
か
ら

選
ん
で
く
だ
さ
い
。

Ｑ
電
車
の
切
符
を
買
う
た
め
に
、
列
に

並
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
自
分
の
前
に

横
か
ら
他
の
人
が
割
り
込
ん
で
き
ま

し
た
。
こ
の
時
あ
な
た
は
ど
う
対
応

し
ま
す
か
？

①
内
心
ム
ッ
と
し
た
が
、
相
手
に
は
何

も
言
わ
な
い
。

②
怒
り
を
感
じ
て
、
相
手
が
割
り
込
ん

だ
こ
と
に
対
し
て
怒
鳴
り
、
列
か
ら

ど
か
そ
う
と
す
る
。

③
自
分
が
先
に
並
ん
で
い
た
こ
と
を
相

手
に
伝
え
た
後
、
丁
寧
に
、
し
か
し

は
っ
き
り
と
後
ろ
に
並
ん
で
ほ
し
い

こ
と
を
頼
む
。

　

以
上
、
①
～
③
が
三
つ
の
タ
イ
プ
の

例
で
す
。

①
の
よ
う
に
自
分
の
気
持
ち
や
考
え
を

表
現
し
な
か
っ
た
り
、
曖
昧
に
し
た

言
い
方
を
非
主
張
的
（
ノ
ン
・
ア
サ
ー

テ
ィ
ブ
）
な
表
現
で
、
の
び
太
タ
イ

プ
で
す
。

②
は
自
分
の
考
え
や
意
見
は
は
っ
き
り

言
い
ま
す
が
、
自
分
の
言
い
分
を
相

手
に
押
し
付
け
る
言
動
で
、
こ
の
よ

う
な
表
現
を
攻
撃
的
（
ア
グ
レ
ッ
シ

ブ
）
な
表
現
で
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
タ
イ

プ
で
す
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
表
現
は

相
手
の
言
い
分
を
軽
視
（
ま
た
は
無

視
）
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
③
は
、
自
分
の
意
見

を
率
直
に
正
直
に
言
う
表
現
で
、
こ
の

よ
う
な
表
現
を
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
な
表
現

で
、
し
ず
か
ち
ゃ
ん
タ
イ
プ
で
す
。
そ
こ

に
は
相
手
の
異
な
る
意
見
も
あ
る
こ
と
、

葛
藤
が
生
じ
る
こ
と
も
覚
悟
し
て
い

て
、
歩
み
寄
れ
る
な
ら
そ
う
し
よ
う
と

い
う
気
持
ち
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
は
相
手
を
操
作
し
た

り
、
イ
エ
ス
を
言
わ
せ
る
た
め
の
方
法

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

相
手
と
対
等
な
目
線
で
、
自
分
の

気
持
ち
を
率
直
に
正
直
に
表
現
す
る
ア

サ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
よ
り
良

い
人
間
関
係
を
つ
く
る
第
一
歩
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
五
霞
西
小
学
校
で

は
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
は
な
く
様
々

な
活
動
を
通
し
て
、
よ
り
良
き
人
間
関

係
を
つ
く
り
、
自
分
も
相
手
も
大
切
に

で
き
る
よ
う
な
児
童
を
育
て
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

思いやりの心で明るい社会を

７
月
の
行
事
予
定

７
月
の
行
事
予
定

　

西
児
童
館
で
は
、
お
子
様
の
健
や

か
な
成
長
と
お
母
様
方
の
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
を
目
的
と
し
て
、
１
歳
６
か

月
児
～
３
歳
児
を
対
象
と
し
た
「
ち

び
っ
こ
広
場
」
を
開
催
し
て
お
り
、

お
母
様
同
士
の
交
流
の
場
に
も
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
放
課
後
に
は
、「
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
大
会
」
や
「
手
作
り
ク
ッ
キ

ン
グ
」
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
多
く
の
小
・
中
学
生
が
、
仲

間
と
卓
球
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
サ
ッ

カ
ー
を
し
た
り
な
ど
、
学
年
に
と
ら

わ
れ
ず
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。
友
達
を
作
る
い
い
機
会
に

な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
西
児
童
館

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

５
月
17
日
、
南
児
童
館
で
は
、

「
パ
ッ
チ
ン
か
え
る
を
作
ろ
う
」
と

銘
う
っ
て
来
館
し
た
お
友
達
み
ん
な

で
工
作
を
し
ま
し
た
。

　

児
童
館
で
用
意
し
た
牛
乳
パ
ッ
ク

を
利
用
し
た
厚
紙
と
輪
ゴ
ム
を
使
っ

て
、「
パ
チ
ン
！
」
と
音
を
立
て
て

は
ね
返
る
も
の
で
す
。

　

厚
紙
に
輪
ゴ
ム
を
ク
ロ
ス
さ
せ
て

ま
き
、
白
紙
部
分
に
カ
ラ
ー
マ
ー

カ
ー
を
使
っ
て
、
カ
エ
ル
の
絵
な
ど

を
そ
れ
ぞ
れ
描
き
ま
し
た
。

　

完
成
後
は
、
お
友
達
み
ん
な
で
、

ハ
ス
の
花
と
葉
が
描
か
れ
た
紙
の
上

で
パ
チ
ン
ッ
、
パ
チ
ン
ッ
！
と
飛
ば

し
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
と
き
と
な
り

ま
し
た
。

アサーショントレーニング
自分も相手も大切に

（五霞西小学校）

授業の１コマ
「相手も自分も大切に」

西児童館	 ☎（84）2321
・ちびっこ広場 １日㈮
・避難訓練 ５日㈫
・星に願いを！ ７日㈭
・手作りクッキング 14日㈭
・ちびっこ広場 15日㈮
・そうめん流し 16日㈯
（母親クラブ主催）
・はさみゲーム 22日㈮

南児童館	 ☎（84）3456
・ドッジボール大会、避難訓練
 4日㈪
・にこにこ広場 8日㈮
・オリジナルうちわ作り
 12日㈫
・みんなでクッキング 21日㈭
・お楽しみ会 26日㈫

パッチンかえるを作ろう　～南児童館～ ご利用ください　～西児童館～
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ごかの
　お知らせ

（No.490）

役場の代表電話は☎（84）1111 です

お
し
ら
せ

（
健
康
福
祉
課
）

　

９
月
18
日
㈰
に
高
齢
者
福
祉
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
今
年
結
婚
50
年
を
迎

え
ら
れ
る
ご
夫
婦
を
お
祝
い
し
ま

す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

○
対
象
者　
今
年
度
金
婚
（
結
婚
50

年
）
を
迎
え
ら
れ
る
町
内
在
住
の

ご
夫
婦
（
昭
和
41
年
4
月
1
日
か

ら
昭
和
42
年
3
月
31
日
ま
で
に
婚

姻
届
出
を
し
た
ご
夫
婦
）

○
お
申
し
込
み
期
間

　

8
月
31
日
㈬
ま
で

○
注
意　
期
日
ま
で
に
お
申
し
込
み

い
た
だ
い
た
方
を
お
祝
い
し
て
お

り
ま
す
。
対
象
の
方
は
忘
れ
ず
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
そ
の
他　
五
霞
町
に
本
籍
地
が
な

い
方
は
、
戸
籍
謄
本
（
婚
姻
日
が

明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
）
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課　

高
齢
者
支
援
Ｇ　

　

☎
（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

（
健
康
福
祉
課
）

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
災
害
救
護
活

動
を
は
じ
め
、
救
急
法
な
ど
の
人
の

命
と
健
康
を
守
る
た
め
の
知
識
や
、

技
術
を
普
及
す
る
た
め
の
講
習
、
幼

稚
園
か
ら
高
等
学
校
ま
で
の
青
少
年

赤
十
字
を
育
成
す
る
青
少
年
赤
十

字
活
動
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
活
動

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
活
動
の
財
源

は
、
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
活
動

資
金
（
寄
附
）
で
賄
わ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

赤
十
字
活
動
に
賛
同
し
、
年
間

５
０
０
円
以
上
の
ご
支
援
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
赤
十
字
活
動
へ
の
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課　

社
会
福
祉
Ｇ

　

☎
（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

　
（
健
康
福
祉
課
）

　

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給

付
金
（
高
齢
者
向
け
）
の
申
請
期
限

は
、
平
成
28
年
7
月
20
日
㈬
ま
で
で

す
。

　

申
請
期
限
ま
で
に
申
請
が
行
わ
れ

な
か
っ
た
場
合
、
給
付
金
を
支
給
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
給
付
対
象
者
と
思
わ

れ
る
方
へ
４
月
中
旬
に
郵
送
し
て

お
り
ま
す
。（
申
請
書
を
紛
失
し
て

し
ま
っ
た
場
合
は
、
役
場
に
て
再

交
付
い
た
し
ま
す
。）

○
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課　

社
会
福
祉
Ｇ

　

☎
（84）
０
０
０
６
（
直
通
）（

産
業
課
）

　

茨
城
県
農
地
中
間
管
理
機
構
で

は
、
規
模
縮
小
や
経
営
転
換
等
の
理

由
に
よ
り
、
農
地
の
貸
付
を
希
望
さ
れ

る
方
の
申
出
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

お
借
り
し
た
農
地
は
、
公
募
で
募

集
し
た
担
い
手
の
方
に
対
し
、
茨
城

県
農
地
中
間
管
理
機
構
が
転
貸
い
た

し
ま
す
。

　

農
用
地
の
貸
借
手
続
き
の
流
れ

や
、
公
募
に
応
募
さ
れ
て
い
る
担
い

手
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
茨
城
県

農
地
中
間
管
理
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間

　

７
月
１
日
㈮
～
７
月
29
日
㈮

○
届
出
書
配
布
・
受
付
場
所

　

産
業
課
窓
口　

○
お
問
い
合
わ
せ

　

産
業
課　

地
域
振
興
Ｇ

　

☎
（84）
２
５
８
２
（
直
通
）（

産
業
課
）

　

夏
季
は
、
雑
草
に
と
っ
て
繁
茂
し

や
す
い
環
境
で
す
。
雑
草
が
繁
茂
し

ま
す
と
、
状
況
や
土
地
の
所
在
に

よ
っ
て
は
、
次
の
よ
う
な
影
響
が
生

じ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

・
病
害
虫
が
発
生
し
、
近
隣
の
農
地
に

営
農
上
の
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ

・
道
路
や
歩
道
に
雑
草
が
伸
び
渡

り
、
歩
行
者
等
の
安
全
の
確
保
に

支
障
を
き
た
す
お
そ
れ

・
伸
び
た
雑
草
に
よ
り
周
囲
の
視
界

が
狭
ま
り
、
ご
み
や
産
業
廃
棄
物
等

の
不
法
投
棄
を
誘
発
す
る
お
そ
れ

　

地
域
の
農
地
を
保
全
す
る
た
め

に
、
適
宜
、
草
刈
り
を
行
う
な
ど
、

農
地
の
適
正
な
管
理
に
努
め
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

産
業
課　

農
業
委
員
会
Ｇ

　

☎
（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

今
年
金
婚
式（
結
婚
50
年
）

を
迎
え
る
方
へ

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時

福
祉
給
付
金（
高
齢
者
向
け
）

の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

休
耕
農
地
の
管
理
は
適
正
に

赤
十
字
活
動
へ
の
支
援
の

お
願
い

平
成
28
年
度
第
２
回
農
用
地

の
貸
付
希
望
を
受
付
し
ま
す
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（
町
民
税
務
課
）

　

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
は
有
効
期
限
が

７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
８

月
１
日
か
ら
使
用
す
る
被
保
険
者
証

を
７
月
下
旬
に
発
送
し
ま
す
の
で
、

８
月
か
ら
は
新
し
く
送
付
さ
れ
る
被

保
険
者
証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

８
月
以
降
に
な
り
ま
し
た
ら
、
有

効
期
限
切
れ
の
保
険
証
は
処
分
、
ま

た
は
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

額
決
定
通
知
書
は
７
月
下
旬
に
送
付

し
ま
す
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
75
歳
以

上
の
方
（
一
定
の
障
害
を
お
持
ち
の

方
は
65
歳
以
上
）
が
加
入
す
る
制
度

で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ　

　

町
民
税
務
課　

税
務
Ｇ

（
資　

格
）
町
民
Ｇ
☎

（84）
１
９
６
５

（
保
険
料
）
税
務
Ｇ
☎

（84）
１
９
６
６

　
（
町
民
税
務
課
）

　

国
民
健
康
保
険
で
は
70
歳
か
ら
74

歳
ま
で
の
被
保
険
者
に
「
国
民
健
康

保
険
高
齢
受
給
者
証
」
が
交
付
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
高
齢
受
給

者
証
は
有
効
期
限
が
7
月
31
日
ま
で

と
な
っ
て
お
り
、
8
月
1
日
か
ら
使

用
す
る
高
齢
受
給
者
証
は
7
月
下
旬

に
発
送
予
定
で
す
。
8
月
か
ら
は
新

し
く
送
付
さ
れ
た
高
齢
受
給
者
証
を

ご
使
用
く
だ
さ
い
。

※
8
月
以
降
に
な
り
ま
し
た
ら
、
有

効
期
限
切
れ
の
高
齢
受
給
者
証
は

処
分
ま
た
は
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。

　

医
療
機
関
に
か
か
る
際
に
は
、
被

保
険
者
証
と
高
齢
受
給
者
証
を
一
緒

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
と
は

○
対
象
者　
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方

※
受
給
者
証
は
70
歳
の
誕
生
月
の
翌

月
1
日（
1
日
生
ま
れ
の
方
は
誕
生

月
）か
ら
有
効
で
す
。該
当
者
に
は

郵
送
で
高
齢
受
給
者
証
を
送
付
し

ま
す
（
75
歳
未
満
で
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
の
方
は
対
象
か
ら

除
き
ま
す
）。

○
負
担
額

　

外
来
時
の
医
療
費
の
負
担
割
合

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
２
割
（
昭
和
19
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
は
1
割
）
…

各
種
控
除
後
の
課
税
所
得
額
が

１
４
５
万
円
未
満

・
３
割
…
各
種
控
除
後
の
課
税
所
得

額
が
１
４
５
万
円
以
上
（
一
定
以

上
所
得
者
）

※
負
担
割
合
は
毎
年
判
定
し
ま
す
。

※
３
割
負
担
と
な
っ
た
人
の
う
ち
、

同
じ
世
帯
の
70
歳
以
上
で
、
国
保

加
入
者
の
前
年
中
の
収
入
金
額
が

一
定
未
満
の
と
き
は
、
申
請
に
よ

り
２
割
負
担
（
昭
和
19
年
４
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
は
1
割
）

と
な
り
ま
す
。（
該
当
す
る
方
に
は

通
知
し
ま
す
）
。

　

負
担
額
、
負
担
割
合
の
変
更
は
、

基
準
に
該
当
し
て
も
申
請
が
な
け
れ

ば
変
わ
り
ま
せ
ん
。

※
所
得
ま
た
は
収
入
額
に
変
更
が

あ
っ
た
と
き
は
、
負
担
割
合
が
変

わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
受
給
者
証
は
1
年
ご
と
に
毎
年
8

　

月
1
日
の
更
新
に
な
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

町
民
税
務
課　

町
民
Ｇ

　

☎
（84）
１
９
６
５
（
直
通
）

（
町
民
税
務
課
）

　

前
年
中
に
給
与
賃
金
等
の
支
払
い

を
受
け
た
方
や
営
業
、
農
業
等
に
よ

る
事
業
収
入
が
あ
る
方
で
、
町
県
民

税
の
納
税
通
知
書
が
６
月
に
到
着
し

な
か
っ
た
方
（
町
県
民
税
の
給
与
天

引
き
に
よ
る
納
税
者
及
び
非
課
税
者

は
除
く
）
は
、
所
得
の
確
定
申
告
が

必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

住
民
税
の
納
税
通
知
書
が
届
か

ず
、
お
か
し
い
な
？
と
思
わ
れ
ま
し

た
ら
、
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

国
民
に
は
所
得
の
申
告
を
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。
故
意
に
申
告
を
逃

れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

町
民
税
務
課　

税
務
Ｇ

　

☎
（84）
１
９
６
６
（
直
通
）

（
町
民
税
務
課
）

　

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
、

事
業
主
（
給
与
支
払
者
）
が
所
得
税

の
源
泉
徴
収
と
同
じ
よ
う
に
、
従
業

員
（
納
税
義
務
者
）
に
代
わ
り
、
毎

月
従
業
員
に
支
払
う
給
与
か
ら
個
人

住
民
税
を
差
し
引
き
（
給
与
天
引

き
）
、
納
入
し
て
い
た
だ
く
制
度
で

す
。

　

地
方
税
法
等
の
規
定
に
よ
り
、
所

得
税
を
源
泉
徴
収
す
る
義
務
の
あ
る

事
業
主
に
実
施
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

茨
城
県
と
県
内
す
べ
て
の
市
町
村

で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
一
斉
に
原

則
特
別
徴
収
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
別
徴
収
の
場
合
は
、
従
業
員
が

金
融
機
関
に
出
向
く
手
間
が
省
け
る

な
ど
、
納
税
者
の
利
便
向
上
に
つ
な

が
り
ま
す
。
事
業
主
の
皆
様
に
は
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

町
民
税
務
課　

税
務
Ｇ

　

☎
（84）
１
９
６
６
（
直
通
）

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の

送
付
お
よ
び
保
険
料
の
お
知
ら
せ

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収

（
給
与
天
引
き
）
に
つ
い
て

所
得
の
申
告
、
お
忘
れ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給

者
証
を
送
付
し
ま
す
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（
町
民
税
務
課
）

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
は
、
本
人

か
ら
の
申
請
に
よ
り
承
認
さ
れ
る

と
保
険
料
の
納
付
が
免
除
に
な
り
ま

す
。
免
除
に
は
、
全
額
免
除
と
３
段

階
の
一
部
免
除
（
２
分
の
１
免
除
、

４
分
の
１
免
除
、
４
分
の
３
免
除
）

が
あ
り
ま
す
。

　

納
付
す
る
月
々
の
保
険
料
額
は
次

の
と
お
り
で
す
。
（
平
成
28
年
度
）

４
分
の
１
免
除　

１
２
，
６
０
０
円

２
分
の
１
免
除　
　

８
，
１
３
０
円

４
分
の
３
免
除　
　

４
，
０
７
０
円

　

こ
れ
ら
の
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ

く
場
合
に
は
、
本
人
、
配
偶
者
、
世

帯
主
の
前
年
所
得
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一

定
の
基
準
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条

件
と
な
り
ま
す
。

○
対
象
期
間　
７
月
か
ら
翌
年
６
月

○
申
請　
町
民
税
務
課
②
窓
口

○
持
参
す
る
も
の

　

印
鑑
・
本
人
確
認
書
類

　

失
業
に
よ
る
申
請
の
場
合
は
、

　

「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」

　

「
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
」

　

こ
の
ほ
か
猶
予
ま
た
は
免
除
の
制

度
と
し
て
、
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

▼「
若
年
者
猶
予
制
度
」50
歳
未
満
の
方

の
保
険
料
が
猶
予（
所
得
審
査
あ
り
）

▼「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
学
生
の
方
の

保
険
料
が
猶
予
（
所
得
審
査
あ
り
）

▼
「
法
定
免
除
」
障
害
年
金
や
生
活

保
護
法
に
基
づ
く
生
活
扶
助
を
受

給
し
て
い
る
方
の
保
険
料
が
免
除

　

保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
に

な
っ
た
期
間
中
に
、
ケ
ガ
や
病
気
で

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態

が
発
生
し
た
場
合
、
障
害
年
金
や
遺

族
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
老
齢
年
金
の
受
給
資
格
期

間
（
25
年
間
）
に
も
算
入
さ
れ
ま
す
。

※
１　
一
部
納
付
の
承
認
を
受
け
て
い

る
期
間
は
、一
部
納
付
の
保
険
料
を

納
付
し
て
い
る
こ
と
が
必
要

※
２　

２
分
の
１
が
国
庫
負
担
さ
れ
る

（
平
成
21
年
４
月
分
か
ら
）

※
３　

４
分
の
１
納
付
は「
５
／
８
」

が
反
映

　

２
分
の
１
納
付
は「
６
／
８
」が
反
映

　

４
分
の
３
納
付
は「
７
／
８
」が
反
映

　
（
い
ず
れ
も
平
成
21
年
４
月
分
か
ら
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　

町
民
税
務
課　

町
民
Ｇ

　

☎
（84）
１
９
６
５
（
直
通
）

　

下
館
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
９
６

（25）
０
８
２
９

（
生
活
安
全
課
）

　

ご
み
集
積
所
に
回
収
さ
れ
な
い
ご

み
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
悪
臭
や
害

虫
の
発
生
原
因
に
な
っ
て
、
近
所
に

迷
惑
を
か
け
ま
す
。
き
ち
ん
と
分
別

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

分
別
が
守
ら
れ
て
い
な
い
も
の

は
、
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
ご
み
袋
】

　

45
㍑
以
下
の
透
明
な
ご
み
袋
に
入

れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
レ
ジ
袋
は

使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
出
す
曜
日
】

　

決
め
ら
れ
た
曜
日
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

【
出
す
時
間
】

　

当
日
の
午
前
8
時
ま
で
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。
時
間
後
に
出
さ
れ
た
ご

み
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

【
ペッ
ト
ボ
ト
ル
】

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
飲
料
、
酒
類
、

し
ょ
う
ゆ
が
入
っ
て
い
た
も
の
で
、
無

色
透
明
な
物
の
み
で
す
。

　

ラ
ベ
ル
は
燃
え
る
ご
み
で
す
。

キ
ャ
ッ
プ
は
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
（
回

収
さ
れ
た
キ
ャ
ッ
プ
を
売
却
す
る
こ

と
で
得
ら
れ
た
資
金
は
ワ
ク
チ
ン
代

に
な
り
ま
す
）
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
色
付
き
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
洗
剤

や
油
が
入
っ
て
い
た
容
器
は
、
可

燃
ご
み
で
す
。

【
缶
類
】

　

お
菓
子
の
缶
や
粉
ミ
ル
ク
の
缶

は
、
不
燃
ご
み
で
す
。
缶
類
に
混
入

さ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
不
燃
性
粗
大
ご
み
】

　

50
㎝
以
上
2
ｍ
以
下
の
大
き
さ
の

も
の
が
、
不
燃
性
粗
大
ご
み
で
す
。

こ
れ
よ
り
小
さ
い
物
は
不
燃
ご
み
で

す
。

【
剪
定
枝
】

　

１
本
の
太
さ
が
5
㎝
以
下
、
長
さ

が
50
㎝
以
下
、
束
ね
た
直
径
が
30
㎝

以
下
の
も
の
は
可
燃
ご
み
で
す
。
太

さ
5
㎝
以
上
15
㎝
以
下
、
長
さ
50
㎝

以
上
2
ｍ
以
下
の
も
の
は
可
燃
性
粗

大
ご
み
に
な
り
ま
す
。

【
雑
草
】

　

土
を
き
ち
ん
と
払
い
落
し
、
土
が

付
い
て
い
な
い
状
態
で
透
明
な
ご
み

袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
土
や
泥
が
混
入
し
て
い
る
も
の

は
、
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

【
ペッ
ト
の
フ
ン
】

　

フ
ン
の
後
始
末
は
飼
い
主
の
義
務

で
す
。
必
ず
回
収
し
、
可
燃
ご
み
と

し
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
等
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

生
活
安
全
課　

生
活
環
境
Ｇ

　

☎
（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

老齢基礎年金 障害基礎年金
遺族基礎年金
（受給期間算入）

受給期間
への算入

年金額
への反映

納　　付 ○ ○ ○

全額免除 ○
○
※2

○

一部納付
※1

○
○

※３
○

若年者納付猶予
学生納付特例

○ × ○

未　納 × × ×

国
民
年
金
保
険
料
に
は
免

除
制
度
が
あ
り
ま
す

ご
み
の
出
し
方
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
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（
都
市
建
設
課
）

　

町
道
の
補
修
工
事
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
通
行

止
め
等
で
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

・
町
道
57
号
線
道
路
舗
装
補
修
工
事

○
工
事
期
間　
７
月
下
旬
ま
で

○
工
事
箇
所　
川
妻
地
内

○
施
工
業
者　
板
通
㈱

　
・
町
道
52
号
線
道
路
舗
装
補
修
工
事

○
工
事
期
間　
７
月
下
旬
ま
で

○
工
事
箇
所　
冬
木
地
内

○
施
工
業
者　
㈱
五
霞
建
設

・
町
道
54
号
線
道
路
舗
装
補
修
工
事

○
工
事
期
間　
７
月
下
旬
ま
で

○
工
事
箇
所　
元
栗
橋
地
内

○
施
工
業
者　
㈱
新
栄
開
発

○
お
問
い
合
わ
せ

　

都
市
建
設
課　

建
設
管
理
Ｇ

　

☎
（84）
３
３
４
７
（
直
通
）

（
都
市
建
設
課
）

　

こ
の
事
業
は
、
次
の
条
件
を
満
た

す
木
造
住
宅
の
所
有
者
が
耐
震
診
断

を
希
望
す
る
場
合
、
専
門
的
知
識
を

有
す
る
「
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
」

を
派
遣
し
て
耐
震
診
断
を
行
い
、
木

造
住
宅
の
耐
震
性
能
の
確
認
や
耐
震

化
の
意
識
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
事
業
で
す
。

○
対
象
住
宅

　

耐
震
診
断
の
対
象
と
な
る
住
宅

は
、
町
内
に
建
築
さ
れ
て
い
て
、
次

の
要
件
の
全
て
に
該
当
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
対
象
住
宅
の
所
有
者
が

税
の
滞
納
を
し
て
い
な
い
こ
と
が
条

件
で
す
。
（
所
有
者
が
複
数
の
場
合

は
代
表
者
）

⑴
一
戸
建
て
の
木
造
住
宅
ま
た
は
店

舗
等
併
用
住
宅
（
床
面
積
の
2
分

の
1
以
上
が
住
宅
で
あ
る
も
の
に
限

る
。）で
、2
階
以
下
の
も
の
。

⑵
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工

さ
れ
、
建
築
確
認
を
受
け
て
建
築

さ
れ
た
も
の
。
た
だ
し
、
建
築
時

に
お
い
て
建
築
基
準
法
に
該
当
し

な
か
っ
た
場
合
を
除
く
。

⑶
在
来
軸
組
工
法
ま
た
は
枠
組
壁
工

法
で
建
築
さ
れ
た
も
の
。
（
丸
太

組
工
法
及
び
プ
レ
ハ
ブ
工
法
な
ど

の
よ
う
な
特
殊
な
工
法
に
よ
り
建

築
さ
れ
て
い
る
も
の
は
対
象
外
）

○
診
断
費
用
（
個
人
負
担
）

　

一
戸
あ
た
り
２
千
円

○
募
集
戸
数　
先
着
10
戸

○
お
申
し
込
み
期
間

　

７
月
１
日
㈮
～
12
月
16
日
㈮
（
閉

庁
日
を
除
く
。
な
お
、
定
数
に
達
し

次
第
終
了
し
ま
す
。
）

○
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

○
必
要
書
類

⑴
申
込
書

⑵
建
築
時
期
及
び
延
床
面
積
が
確
認

で
き
る
も
の

⑶
概
略
平
面
図
（
建
築
確
認
申
請
書

が
あ
れ
ば
そ
の
写
し
）

○
お
申
し
込
み
方
法

　

都
市
建
設
課
に
備
え
付
け
、
ま
た

は
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込

書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
所
定
の
事

項
を
記
入
の
う
え
都
市
建
設
課
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
お
申
し
込
み
か
ら
診
断
ま
で
の
流
れ

　

申
込
受
付
後
、
内
容
の
審
査
を
行

い
、
派
遣
の
有
無
を
決
定
し
通
知
を

発
送
し
ま
す
。
派
遣
が
決
定
し
た
方

に
つ
い
て
は
、
個
人
負
担
金
納
入
の

ご
案
内
を
同
封
し
ま
す
。

　

な
お
、
派
遣
が
決
定
し
た
方
に

は
、
診
断
士
が
直
接
日
程
の
調
整
を

行
い
、
診
断
に
伺
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
円
滑
な
日
程
調
整
と
診
断
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

町
で
関
係
し
て
い
る
木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
助
成
は
本
制
度
の
み
で

す
。　

　

派
遣
す
る
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士

が
、
補
強
工
事
の
見
積
の
提
示
や
補

強
工
事
の
契
約
の
勧
誘
を
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
疑
わ
し
い
セ
ー
ル

ス
等
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
・
受
付
窓
口

　

都
市
建
設
課

　

五
霞
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
区
推
進
室

　

☎
（84）
３
３
４
７
（
直
通
）

（
産
業
課
）

　

農
業
者
年
金
制
度
は
、
農
業
者
の

老
後
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
に

加
え
、
保
険
料
助
成
を
通
じ
て
農
業

担
い
手
を
確
保
す
る
と
い
う
目
的
を

併
せ
も
っ
た
政
策
年
金
で
す
。

○
７
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①
将
来
の
年
金
受
給
に
必
要
な
原
資

を
自
ら
積
立
、
運
用
し
て
い
く

「
積
立
方
式
」
で
す
。

②
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る

60
歳
未
満
の
方
で
あ
れ
ば
、
誰
で

も
加
入
で
き
ま
す
。

③
保
険
料
は
、
月
額
２
万
円
か
ら
最

高
６
万
７
千
円
ま
で
、
千
円
単
位

で
自
由
に
選
択
で
き
ま
す
。

④
年
金
は
80
歳
ま
で
の
保
証
が
付

き
、
終
身
に
わ
た
っ
て
受
け
ら
れ

ま
す
。

⑤
早
く
加
入
す
る
ほ
ど
有
利
な
複
利

方
式
で
す
。

⑥
保
険
料
は
全
額
、
所
得
税
の
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。

⑦
認
定
農
業
者
、
青
色
申
告
者
、
家

族
経
営
協
定
締
結
者
等
の
方
は
、

要
件
に
応
じ
て
国
の
保
険
料
助
成

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

産
業
課　

農
業
委
員
会
Ｇ

　

☎
（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

町公式ホームページ URL はこちら→ http://www.town.goka.lg.jp/
道
路
工
事
を
実
施
し
ま
す

魅
力
い
っ
ぱ
い
の
農
業
者

年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

五
霞
町
木
造
住
宅
耐
震
診
断

士
派
遣
事
業　
木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
を
支
援
し
ま
す

●
コンビニエンスストア

久喜
市

県道西
関宿栗

橋線

東
北
新
幹
線

268

575254

４

267

産
業
道
路

県道幸手境
線

N N N

●
●●

コンビニエンスストア

道の駅ごかガソリン
スタンド

春
日
部
古
河
バ
イ
パ
ス

冬
木
橋

小山
方面

東京
方面

●
コンビニエンスストア

久喜
市

県道西
関宿栗

橋線

東
北
新
幹
線

268

575254

４

267

産
業
道
路

県道幸手境
線

N N N

●
●●

コンビニエンスストア

道の駅ごかガソリン
スタンド

春
日
部
古
河
バ
イ
パ
ス

冬
木
橋

小山
方面

東京
方面

●
コンビニエンスストア

久喜
市

県道西
関宿栗

橋線

東
北
新
幹
線

268

575254

４

267

産
業
道
路

県道幸手境
線

N N N

●
●●

コンビニエンスストア

道の駅ごかガソリン
スタンド

春
日
部
古
河
バ
イ
パ
ス

冬
木
橋

小山
方面

東京
方面
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（
健
康
福
祉
課
）

　

五
霞
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
で
は
、
安
全
で
健
康
的
な
生
活
を

営
む
こ
と
へ
の
手
助
け
と
な
る
よ
う

例
年
赤
十
字
講
習
を
受
講
し
て
お
り

ま
す
。
本
年
度
に
お
い
て
は
広
く
住

民
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
救
急

法
な
ど
の
普
及
に
取
り
組
み
た
い
と

考
え
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

○
日
時　
９
月
21
日
㈬

　

午
前
9
時
～
午
後
1
時

○
場
所　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

○
講
習
内
容

・
赤
十
字
の
概
要
に
つ
い
て

・
非
常
食
炊
き
出
し

・
救
急
法
（
三
角
巾
包
帯
法
）

○
参
加
費　
無
料

○
定
員　
30
名

○
お
申
し
込
み
期
限

　

8
月
31
日
㈬
ま
で

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課　

社
会
福
祉
Ｇ

　

☎
（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

（
健
康
福
祉
課
）

　

こ
こ
ろ
の
病
を
持
つ
方
の
た
め
に

ふ
れ
あ
い
ハ
ー
ト
教
室
（
デ
イ
ケ

ア
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

病
院
に
通
院
し
な
が
ら
家
庭
で
過

ご
し
て
い
る
方
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
じ
て
仲

間
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん

か
。
関
心
を
持
た
れ
た
方
は
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
７
月
14
日
㈭

　
　
　
　

８
月
３
日
㈭

　
　
　
　

９
月
１
日
㈭

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

○
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
（84）
１
９
１
０

（
健
康
福
祉
課
）

　

親
子
で
料
理
を
つ
く
り
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

○
日
時　
７
月
28
日
㈭

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

○
対
象
者　
小
学
校
低
学
年
児
童
と

　

保
護
者
（
先
着
10
組
）

○
参
加
費　
1
人
１
０
０
円

○
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
お
申
し
込
み
期
限

　

７
月
25
日
㈪
ま
で

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

食
生
活
改
善
推
進
会
事
務
局

　

保
健
セ
ン
タ
ー
内

　

☎
（84）
１
９
１
０
（
直
通
）

（
健
康
福
祉
課
）

　

こ
と
ば
や
心
身
の
発
達
の
心
配
の

あ
る
乳
幼
児
と
保
護
者
を
対
象
に
、

臨
床
心
理
士
・
保
健
師
等
に
よ
る
発

達
相
談
を
、
月
1
回
実
施
し
て
い
ま

す
。
一
組
1
時
間
程
度
の
個
別
相
談

で
す
。
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

○
日
時　
７
月
８
日
㈮

　
　
　
　

８
月
５
日
㈮

　
　
　
　

９
月
２
日
㈮

○
受
付
時
間

　

午
前
11
時
～
午
後
3
時

※
た
だ
し
、
正
午
～
午
後
1
時
を
除

　

く
○
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
（84）
１
９
１
０

（
総
務
課
）

　

隣
保
事
業
（
生
活
相
談
員
）
に
よ

る
生
活
相
談
（
人
権
・
福
祉
・
教

育
・
就
業
等
）
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
個
人
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

○
相
談
場
所

◆
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◆
堀
之
内
集
会
所

※
各
相
談
所
の
相
談
日
時
等
に
つ
い

て
は
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

☎
（84）
３
５
９
５

（
産
業
課
）

　

専
門
の
相
談
員
が
町
民
の
み
な
さ

ん
の
消
費
生
活
に
関
す
る
問
題
や
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
解
決

に
向
け
た
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
専

門
の
相
談
員
へ
の
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
７
月
13
日
㈬

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

（
た
だ
し
、
正
午
か
ら
午
後
１
時
を

除
く
）

○
場
所　
ひ
ば
り
の
里　

○
お
問
い
合
わ
せ

　

産
業
課　

地
域
振
興
Ｇ

　

☎
（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

　

五
霞
町
結
婚
支
援
員
が
、
結
婚
を

希
望
さ
れ
る
方
の
お
悩
み
や
ご
相
談

に
お
答
え
し
ま
す
。
親
御
さ
ん
の
み

の
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

　

相
談
時
間
は
30
分
か
ら
45
分
で

す
。
相
談
費
用
、
登
録
料
な
ど
は
か

か
り
ま
せ
ん
。
予
約
制
の
た
め
、

メ
ー
ル
、
お
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ

い
。
相
談
内
容
等
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

○
場
所　
ひ
ば
り
の
里　

会
議
室

　

五
霞
町
大
字
江
川
３
２
０
１
番
地

　

☎
０
２
８
０

（80）
１
１
６
５

○
日
時　
７
月
17
日
㈰

　

午
後
１
時
～
４
時

○
持
ち
物　
結
婚
支
援
を
希
望
さ
れ

　

る
方
は
、
写
真（
で
き
れ
ば
全
身
、

　

Ｌ
判
）、印
鑑

○
受
付
期
間　
７
月
14
日
㈭
ま
で

○
お
申
し
込
み

・
電
話　

午
後
０
時
～
７
時

（
伊
藤
）０
８
０（
５
８
９
６
）３
１
３
４

・
メ
ー
ル　

yui0104@
outlook.com

　

件
名
に
「
７
月
相
談
会
」
、
本
文
に

氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
現
住
所
、

希
望
時
間
、
連
絡
先
（
で
き
れ
ば
携

帯
電
話
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　

個
人
事
業
税
の
口
座
振
替
納
税

は
、
公
共
料
金
と
同
じ
よ
う
に
預
金

口
座
か
ら
自
動
的
に
納
税
が
で
き
安

全
で
大
変
便
利
で
す
。

　

お
申
し
込
み
は
、
預
金
口
座
の
あ
る

金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）

で
簡
単
に
で
き
ま
す
の
で
、
印
鑑
を
ご

持
参
の
う
え
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

筑
西
県
税
事
務
所

　

総
務
課
管
理
担
当

　

☎
０
２
９
６

（24）
９
１
８
４

生
活
相
談

消
費
生
活
相
談

赤
十
字
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

結
婚
相
談
会

ふ
れ
あ
い
ハ
ー
ト
教
室

お
や
こ
の
食
育
教
室

相

談

す
く
す
く
相
談

示示
掲掲

板板

個
人
事
業
税
の
納
税
は

便
利
な
口
座
振
替
で
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平
成
29
年
４
月
１
日
採
用
の
消
防

官
を
募
集
し
ま
す
。

○
職
種　
消
防
職

○
採
用
予
定
人
数　
25
名
程
度

○
受
験
資
格　
昭
和
63
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
11
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
（
学
歴
不
問
）

○
身
体
的
要
件

・
身
長　

			【
男
性
】
お
お
む
ね
１
６
０
㎝
以
上

			【
女
性
】
お
お
む
ね
１
５
０
㎝
以
上

・
体
重　

			【
男
性
】
お
お
む
ね
50
㎏
以
上

			【
女
性
】
お
お
む
ね
45
㎏
以
上

・
胸
囲　
身
長
の
お
お
む
ね
２
分
の

　

１
以
上

・
視
力　
嬌
正
視
力
を
含
み
両
眼
で

　

0.7
以
上
、
か
つ
一
眼
で
そ
れ
ぞ
れ

　

0.3
以
上
で
あ
る
こ
と

・
聴
力　
左
右
と
も
正
常
で
あ
る
こ

　

と
・
そ
の
他　
心
身
と
も
に
健
康
で
消

防
官
と
し
て
職
務
を
遂
行
す
る
た

め
に
必
要
な
能
力
と
体
力
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど

○
受
験
お
申
し
込
み
期
間

　

７
月
８
日
㈮
～
８
月
２
日
㈫

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
郵
送
は
８
月
２
日
の
消
印
ま
で
有

効
。

○
試
験
日
及
び
試
験
会
場

・
第
１
次
試
験

			【
体
力
試
験
】
９
月
17
日
㈯

　

古
河
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

総
和
（
と
ね
ミ
ド
リ
館
）
に
て

			【
教
養
・
適
性
検
査
】
９
月
18
日
㈰

　

古
河
市
立
総
和
南
中
学
校
に
て

・
第
２
次
試
験

　

10
月
下
旬
予
定
（
面
接
・
パ
ソ
コ

ン
操
作
の
基
礎
知
識
）

○
試
験
申
込
書
等
の
請
求

　

消
防
本
部
及
び
古
河
、
下
妻
、
坂

東
、
総
和
消
防
署
並
び
に
広
域
圏
内

の
各
消
防
分
署
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。

※
詳
細
内
容
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
西
南
地
方
広
域
市
町
村
圏
事

　

務
組
合
消
防
本
部　

総
務
課

　

☎
（47）
０
１
２
４

◆
ピ
ラ
テ
ィ
ス

○
開
催
日
時

　

８
月
20
日
～
10
月
29
日
の
毎
週
土

　

曜
日

　

午
前
10
時
～
11
時

○
対
象
者　
高
校
生
以
上

○
定
員　
25
名

○
受
付
開
始
日　

　

７
月
31
日
㈰
午
前
10
時
か
ら

◆
親
子
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

茨
城
西
南
地
方
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合
消
防
官
採

用
試
験
案
内

○
開
催
日
時

　

８
月
５
日
～
９
月
２
日
の
毎
週
金

　

曜
日

　

午
後
５
時
～
６
時

○
対
象
者　
子
ど
も
は
４
才
以
上

　
　
　
　
　

親
子
（
祖
父
母
含
む
）

○
定
員　
10
組

○
受
付
開
始
日　

　

７
月
31
日
㈰
午
前
９
時
か
ら

◆
Ｚ
ｕ
ｍ
ｂ
ａ
ズ
ン
バ

○
開
催
日
時

　

８
月
26
日
～
10
月
28
日
の
毎
週
金

　

曜
日

　

午
後
６
時
45
分
～
７
時
45
分

○
対
象
者　
高
校
生
以
上

○
定
員　
20
名

○
受
付
開
始
日　

　

７
月
31
日
㈰
午
前
11
時
か
ら

◆
そ
の
他

・
休
館
日
、
祝
日
の
講
座
は
お
休
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
受
講
料
は
無
料
で
す
。

・
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
は
終
了

し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

さ
し
ま
環
境
管
理
事
務
組
合

　

猿
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

☎
（87）
７
２
２
３

　

日
ご
ろ
言
え
な
い
不
妊
の
思
い
に

つ
い
て
、
同
じ
悩
み
を
感
じ
て
い
る

人
と
話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

ご
参
加
さ
れ
る
方
の
個
人
情
報
は

厳
守
い
た
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
開
催
日　
９
月
25
日
㈰

　

午
後
２
時
20
分
～
４
時
20
分

○
場
所　
茨
城
県
三
の
丸
庁
舎

　

１
階
相
談
室

　
（
住
所
）水
戸
市
三
の
丸
１‐
５
‐
38

○
お
し
ゃ
べ
り
テ
ー
マ

「
不
妊
に
つ
い
て
語
ろ
う
」

○
募
集
対
象　
不
妊
治
療
を
こ
れ
か

ら
考
え
て
い
る
方
や
現
在
治
療
中
の

方
で
悩
み
を
お
持
ち
の
方

○
定
員　
15
名

○
ス
タ
ッ
フ

　

助
産
師
・
不
妊
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

○
お
申
し
込
み　
開
催
日
の
３
日
前

ま
で
に
、
電
話
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

○
そ
の
他

・
参
加
は
無
料
で
す
。

・
軽
く
身
体
を
動
か
し
ま
す
。
動
き

や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
県
産
婦
人
科
医
会

　

☎
０
２
９
（
２
４
１
）
１
１
３
０

　

平
日
午
前
９
時
～
午
後
３
時
ま
で

　

http://w
w

w
.ibaog.jp

○
試
験
日

			（
第
１
次
）
９
月
11
日
㈰

			（
第
２
次
）
10
月
中
旬
～
下
旬

○
試
験
種
目

			（
第
１
次
）

・
基
礎
能
力
試
験
（
多
肢
選
択
式
）

・
作
文
試
験

			（
第
２
次
）

・
人
物
試
験
（
個
別
面
接
）

○
受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

７
月
12
日
㈫
午
前
10
時
～
21
日
㈭

・
郵
送
（
７
月
15
日
消
印
有
効
）

　

７
月
12
日
㈫
～
15
日
㈮

※
郵
送
で
の
申
込
書
は
、
必
ず
簡
易

書
留
郵
便
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

○
そ
の
他

　

受
験
案
内
は
、
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（http://w

w
w

.courts.go.jp/
saiyo/index2.htm

l

）
ま
た
は
裁
判

所
で
配
布
し
て
い
る
受
験
案
内
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

水
戸
地
方
裁
判
所
事
務
局

　

総
務
課　

人
事
第
一
係

　

☎
０
２
９
（
２
２
４
）
８
４
２
１

猿
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
各
種
講
座
の
ご
案
内

平
成
28
年
度
茨
城
県
不
妊

専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

お
し
ゃ
べ
り
会

裁
判
所
職
員
一
般
職
試
験

（
裁
判
所
事
務
官
・
高
卒

者
区
分
）
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夢
を
育
み
、
元
気
な
あ
い
さ
つ
と
明
る

い
笑
顔
に
あ
ふ
れ
た
学
校
づ
く
り
を
通
し

て
、
か
し
こ
く
、
た
く
ま
し
く
、
ね
ば
り

づ
よ
い
子
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。
本

校
の
教
育
活
動
と
児
童
の
様
子
を
お
伝
え

し
ま
す
。

相
手
を
大
切
に 

―
全
校
朝
会
―

　
「
ト
ン
ト
ン
か
た
も
み
」
と
「
あ
い
さ
つ

リ
レ
ー
」
を
全
児
童
で
行
い
ま
し
た
。
相

手
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
は
、
同
時
に
自

分
も
大
切
に
す
る
心
を
育
み
ま
す
。
人

か
ら
大
切
に
さ
れ
た
人
は
、
更
に
他
の
人

を
大
切
に
し
、「
相
手
を
大
切
に
す
る
心
」

が
広
が
り
ま
す
。

　
「
ト
ン
ト
ン
か
た
も
み
」
で
は
、
前
の
人

の
肩
を
ト
ン
ト
ン
し
ま
す
が
、
ポ
イ
ン
ト

は
「
相
手
が
気
持
ち
の
良
い
強
さ
」
を
考

え
て
ト
ン
ト
ン
す
る
こ
と
で
す
。
嫌
な
気

持
ち
に
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
相
手
の
こ
と

を
考
え
な
が
ら
ト
ン
ト
ン
し
ま
し
た
。
も

し
、
強
す
ぎ
て
痛
か
っ
た
ら
「
ち
ょ
っ
と

痛
い
か
ら
も
う
少
し
優

し
く
し
て
ね
。」
と
し
っ

か
り
伝
え
る
こ
と
も
大

切
で
す
。

　
「
あ
い
さ
つ
リ
レ
ー
」

で
は
、
後
ろ
の
人
に

「
○
○
さ
ん
、
こ
ん
に

ち
は
。」
と
言
い
な
が
ら
握
手
を
し
ま
す
。

相
手
を
呼
び
捨
て
に
し
な
い
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
次
の
人
に
あ
い
さ
つ
を
し
て

握
手
を
し
な
が
ら
、「
呼
び
捨
て
に
し
な
い
心

地
よ
さ
」
を
リ
レ
ー
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
相
手
を

大
切
に
す
る
心
と
尊
敬
や
感
謝
の
気
持
ち

を
育
て
て
い
き
ま
す
。

愛
校
作
業 

―
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
―

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の

方
々
に
、
そ
う
じ
の

コ
ツ
を
教
え
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
全
校
で

愛
校
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
雑
巾
の
絞
り

方
や
ほ
う
き
の
使
い
方
な
ど
、
手
を
と
り

丁
寧
に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ぴ
か
ぴ
か
に
な
っ
た
床

に
、「
気
持
ち
い
い
！
」
と

座
り
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の

方
々
と
会
話
を
楽
し
む
低

学
年
の
児
童
の
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
高
学
年
の
学

級
で
は
安
全
な
机
や
い
す
の

運
び
方
を
一
緒
に
行
い
な
が
ら
、
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
か
ら
生
活
の
工
夫
や
知
恵

を
た
く
さ
ん
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
は
児
童
の

登
下
校
を
「
ア
イ
パ
ト
ロ
ー
ル
」
と
し
て

見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
な
ど
の
交
流
会
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
児
童
は
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

健康応援隊！The

　
暑
さ
の
き
び
し
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
熱
中
症
を
防
い
で
こ
の
夏
を
の
り

き
り
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
と
は

　
高
温
多
湿
な
環
境
に
長
く
い
る
こ
と

で
、
徐
々
に
体
内
の
水
分
や
塩
分
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
調
整
機
能
が
う

ま
く
働
か
な
く
な
り
、
体
内
に
熱
が
こ

も
っ
た
状
態
で
す
。

○
症
状

・
め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、
手
足
の
し

び
れ
、
筋
肉
の
こ
む
ら
が
え
り
、
気

分
が
悪
い

・
頭
痛
、
吐
き
気
、
嘔
吐
、
倦
怠
感
、

虚
脱
感
、
い
つ
も
と
様
子
が
違
う

重
症
に
な
る
と
…

　
返
事
が
お
か
し
い
、
意
識
消
失
、
け

い
れ
ん
、
体
が
熱
い

熱
中
症
予
防
の
た
め
に

暑
さ
を
避
け
ま
し
ょ
う

○
室
内
で
は
…

・
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
温
度
を
調
整

す
る

・
遮
光
カ
ー
テ
ン
、
す
だ
れ
、
打
ち
水

を
利
用
す
る

・
室
温
を
こ
ま
め
に
確
認
す
る

・
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
※
も
参
考
に

※
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
～
気
温
、
湿
度
、
輻
射
（
放

射
）
熱
か
ら
算
出
さ
れ
る
暑
さ
の
指
数

○
か
ら
だ
の
蓄
熱
を
避
け
る
た
め
に

・
通
気
性
の
よ
い
吸
湿
性
・
速
乾
の
あ

る
衣
服
を
着
用
す
る

・
保
冷
剤
、
氷
、
冷
た
い
タ
オ
ル
な
ど

で
か
ら
だ
を
冷
や
す

○
外
出
時
に
は
…

・
日
傘
や
帽
子
を
着
用
す
る

・
日
陰
の
利
用
、
こ
ま
め
な
休
憩

・
天
気
の
よ
い
日
は
、
日
中
の
外
出
を

で
き
る
だ
け
控
え
る

○
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
す
る

・
室
内
で
も
、
外
出
時
で
も
、
の
ど
の

渇
き
を
感
じ
な
く
て
も
、
こ
ま
め
に

水
分
・
塩
分
、
経
口
補
水
液
※
な
ど

を
補
給
す
る

※
経
口
補
水
液
～
水
に
食
塩
と
ブ
ド
ウ
糖

を
溶
か
し
た
も
の

　
熱
中
症
患
者
の
お
よ
そ
半
数
は
65
歳

以
上
の
高
齢
者
で
す
。
高
齢
者
は
暑
さ

や
水
分
不
足
に
対
す
る
感
覚
機
能
が
低

下
し
て
お
り
、
暑
さ
に
対
す
る
か
ら
だ

の
調
整
機
能
も
低
下
し
て
い
る
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。
子
ど
も
は
体
温
の
調

節
能
力
が
ま
だ
十
分
発
達
し
て
い
な
い

の
で
気
を
配
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
正
し
い
知
識
を
持
ち

熱
中
症
に
よ
る
健
康
被
害
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

（
健
康
福
祉
課　
保
健
師
）

熱
中
症
予
防
の
た
め
に

五霞東
小学校

豊かな感性と

心を育む

学校コーナー
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人口と世帯
総人口

　男
　女
世帯数

ご意見・ご要望をお待ちしています。 総務課広報担当☎84―1111（内線214） 

人

人
人
世帯

（ 人）

（　 人）
（64人）
（　 世帯）

月1日現在　住民基本台帳から
（　）内は外国人登録で内数

町公式ホームページ

お知らせ カレンダー

茨城子ども救急電話相談

プッシュ回線の固定電話、携帯電話からは、局番なしの＃8000
その他の電話からは☎029―254―9900

毎日の夜間
休日の昼間
 休日＝日曜・祝日・年末年始（12/29～1/3）

茨城県緊急医療情報コントロールセンター

☎029―241―4199

休日や夜間に救急対応している
小児科医療機関をお探しのとき 年中無休／24時間

土曜窓口 ▶開設日
土曜日（祝日を除く）：午前8時30分～正午
申請・請求できる方

住民票※ 本人及び同一世帯の方

戸籍謄本・抄本※ 本人かその配偶者、直系尊属、直系卑属の方

印鑑証明 印鑑登録証をお持ちの方

※住民票、戸籍謄本・抄本は、委任状をお持ちの方も申請できます。
○お問い合わせ　町民税務課　町民Ｇ　☎84―1965（直通）

東日本大震災義援金について
平成29年３月31日（金）まで受付期間を延長いたします。
引き続き、皆様のご協力をお願いします。お預かりした
義援金は、日本赤十字社茨城支部に送金し、被災者への
生活支援や見舞金に使われます。

夜間収納窓口
町 税 等 町民税務課（役場）税務Ｇ ☎84―1966

介護保険料 健康福祉課（役場）高齢者支援Ｇ ☎84―0006

上下水道料金・下水道受益者負担金
上下水道課（川妻浄水場）水道Ｇ・下水道Ｇ ☎84―3000

輪番日…月～土曜日
小児医療輪番制

※ 輪番の実施時間外の外来につきましては、つくば市筑波メディ
カルセンター病院でも小児救急医療を対応しています。

　小児輪番病院は、入院治療を必要とする子供の救急医療を行って
います。受診される際は、医療機関に必ず事前に電話でご相談ください。

西南 
日赤 
友愛 

茨城西南医療センター病院（境町） ☎87―8111
古河赤十字病院（古河市）……… ☎23―7111
友愛記念病院（古河市）………… ☎97―3000

６

8,901

4,488
4,413

3,184

123

59

61

 前月比  －3人 （＋2人）

７月の納税 ▶納期限…８月１日（月）まで

♥義援金送金額　1,229,114円（6月16日 現在）

固 定 資 産 税 町民税務課 税務G  ☎84―1966 

国 民 健 康保険税 １ 期町民税務課
 
税務G

 
☎84―1966 

後期高齢者医療保険料 １ 期町民税務課 税務G ☎84―1966 

介 護 保 険 料 １ 期健康福祉課 高齢者支援G ☎84―0006 

▶7月の開設日
２９日（金）：午後５時15分～７時

2016年 月

…午後6時30分～午前0時30分
…午前9時～午後5時

：午後６時～午後11時
：午前９時～午後４時 日曜日・祝日

町長（直通）■84―1550　FAX

２ 期

7
金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

友愛

西南

友愛

日赤

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

日赤

日赤

日赤

西南

日赤

友愛

缶類

紙類

びん類・ペットボトル

不燃性粗大ごみ

可燃性粗大ごみ

びん類・ペットボトル

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

不燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

缶類

第35回五霞近隣野球スポーツ少年団大会
（丸池台球場　他）

がん検診・特定健診（保健センター）
ちびっこ広場（西児童館）

がん検診・特定健診（保健センター）

がん検診・特定健診（保健センター）
行幸湖クリーン作戦（行幸湖）

第35回五霞近隣野球スポーツ少年団大会
（丸池台球場　他）

ドッジボール大会・避難訓練（南児童館）
道の駅定休日
避難訓練（西児童館）
親子ヨガ教室（ふれあいセンター）

1歳6か月児健診（保健センター）

わくわく元気づくり③（保健センター）
星に願いを（七夕）（西児童館Ⅰ）
すくすく相談（保健センター）
にこにこ広場（南児童館）

参議院議員通常選挙投票日（各投票所）

第35回五霞近隣バレーボール
スポーツ少年団大会（B&G海洋センター）

オリジナルうちわ作り(南児童館)
親子ヨガ教室（ふれあいセンター）

ちびっこ広場（西児童館）

そうめん流し（西児童館）
まちづくりファシリテーター養成講座（ふれあいセンター）

結婚相談会（ひばりの里）

3～5か月児健診（保健センター）

お楽しみ会（南児童館）

わくわく元気づくり⑤（保健センター）

町税等夜間収納（各窓口）

道の駅定休日
親子ヨガ教室（ふれあいセンター）

消費生活相談窓口(ひばりの里)

ふれあいハート教室（保健センター） 手作りクッキング（西児童館）
生活困窮者自立相談支援事業巡回相談窓口開設日（五霞町役場） 

わくわく元気づくり④（保健センター）
みんなでクッキング(南児童館)

はさみゲーム（西児童館）
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ランナーを元気にするボ
ランティア活動の様子な
どは「柴又100K」五霞
おもてなし隊Facebook
ページをご覧ください!!

五霞町レストステーションでの活動を
紹介します♪

　柴又1
ヒャッケイ
00Kは、東京都葛飾区柴又公園をスタートし、江戸川

沿いを北上して五霞町で折り返す100キロマラソンです。折
り返し地点となる五霞町のひばりの里に、コース内最大のレ
ストステーションが設置されました。
　このレストステーションでは、中学生・高校生・大学生・
大人が『五霞おもてなし隊』と称したボランティアスタッフ
として、ランナーに五霞町産トマト・きゅうり、冷やしうど
んの提供や水かけ、後半戦も頑張れるように「ごかりん応援
切符」をランナーのゼッケンに貼付するなど、ランナーをお
もてなししました♪

2016.6.5

 ランナーからの感想をいただきましたので、一部を紹介します！
●おもてなし隊の中学生の皆さん！本当にありがとうございました。皆さんの応

援がとても励みになり、無事に柴又のゴールを走り抜けることが出来ました。
重ねてありがとう！！そして、また来年あの笑顔と応援で僕たちを迎えてくれ
たらとっても嬉しいです。お疲れ様、本当に本当にありがとうございました！

●五霞エイドの居心地が良すぎてかなりタイムロスしました（笑）スタッフさん、
ボランティアさん、沿道の応援が暖かくて後半も頑張れました。最高の『おも
てなし』ありがとうございました！！

ごかりんも
一緒におもてなし♪


